




1.研究目的 

妊婦の貧血の検査や治療に関心が持たれるようになってから,すでに約 20 年が経過した。

貧血が放置された当時と異なって,現在ではどこの医療機関においても,貧血に対する管理

はかなりよく行なわれている。 

従来この方面における研究はいろいろ行なわれ,妊娠中毒症,周産期障害,新生児血液異常

などに関する研究などが報告されてきた。しかし疫学的に解明された部分はほとんどなく,

とくに最近の状態については,どの程度に貧血の影響が現れているか不明である｡ 

また従来妊婦の貧血について設けられた WHO の基準が,妊婦管理の充実した現在において

妥当であるかどうかも再検討してみる必要がある。このような観点から妊婦の貧血につい

て,貧血発生の時期と貧血の程度とに分けて,その影響について疫学的な調査と分析を行な

うことが本研究の主目的である。 


